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研究成果の概要（和文）：東南アジア各国のアカウンタビリティ改革とポピュリスト政治家台頭がもたらす民主
主義へのインパクトについて、それぞれの研究分担者が分析を試み、国内外のジャーナルに研究成果を発表し
た。その上で、とりわけソーシャルメディアがもたらす民主主義への影響という側面から、『ソーシャルメディ
ア時代の東南アジア政治』（明石書店、2020年3月刊）を取りまとめた。同書では、主として権力エリートや多
様な社会勢力がソーシャルメディアを活用（悪用）手段を洗練させ、その結果、民主主義への負の効果がより目
立っていることを示した。

研究成果の概要（英文）：This research project analyzed accountability reforms and the rise of 
populist politicians in Southeast Asia and examined the impact on democracy. As an outcome, it 
published the book "Southeast Asian Politics in the era of Social Media" (in Japanese, Akashi 
Shoten, March 2020). It demonstrated that the negative impact of social media because of the 
increasing usage and abuse of social media by political elites and various social groups. 

研究分野： 地域研究

キーワード： 東南アジア　アカウンタビリティ　民主化　ポピュリズム　権威主義
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研究成果の学術的意義や社会的意義
我が国とも関係が深い東南アジア諸国における近年の政治動向について、とくにソーシャルメディアをめぐる新
しい現象について、その捉え方を示した。その成果は国内外の査読誌に掲載された他、日本語の一般書として世
に問うた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、行政、企業経営、医療、教育、国際協力など様々な分野において「アカウンタビリティ」
への注目が高まっている。なかでも本研究課題の鍵概念である、政治おける「アカウンタビリテ
ィ」とは、政府が情報開示を通して、政策決定および帰結に関して市民に応答する責任を負うこ
と、及び、政府がその責任遂行を怠った場合に制裁が課されることを意味する。政治における効
果的なアカウンタビリティ・メカニズムの存在は、政府への正統性を与えるだけでなく、市民の
選好に政治家の行動を近づけることを可能にする。またガバナンスにおいて、公共サービスの効
率的かつ効果的な提供が期待される［粕谷・高橋 2012］。 
 これまでの政治学におけるアカウンタビリティの主たる研究対象は成熟した民主主義国であ
ったが、新興民主主義国においてもアカウンタビリティ改革がなされるようになっている。すな
わち、冷戦終結後に多数の国が民主化を達成したことで、民主化研究の主たる関心は民主主義へ
の移行と定着から、政治腐敗や汚職の撲滅、公共サービスの効率化といった民主主義の「質」の
向上に至り、アカウンタビリティはその手段として注目を集めているのである［Diamond and 
Morlino 2005］。さらにアカウンタビリティ制度が脆弱な権威主義国でも、条件によっては公共
サービスの提供や格差拡大の緩和につながっているとの研究がある［Tsai 2007］。 
 東南アジアにおいても、さまざまなレベルでアカウンタビリティを高めるための諸制度が導
入され、国内政治のゲームのルールに変更を迫っている。国家内の独立機関に加え、メディア、
NGO や宗教組織を含む社会アクターがアカウンタビリティを行使する主体として台頭、「道徳
的イデオロギー」に訴える政治が力を持つようになっている［Rodan and Hughes 2014］。また
急速に国際協力（国際的アカウンタビリティの導入）が進んでいる。 
 東南アジア諸国に特徴的なのは、①各国が東南アジア域内の動きを注視しながら、同時期に類
似する制度を導入、あるいは域内で国際的なアカウンタビリティ・メカニズムを採用しているこ
とである。しかしながら、②アカウンタビリティ諸制度導入の政治過程や政治的帰結は各国でか
なりの差異がある。そして民主化が定着しつつあるインドネシアやフィリピンのみならず、③マ
レーシアやシンガポールのような半権威主義国家、またミャンマーやラオスのような権威主義
国家においてもアカウンタビリティ制度が政治的に極めて重要になり、あるいはタイではアカ
ウンタビリティ行使機関が民主化の動向を左右するキープレーヤーになっている。以上の特徴
は、東南アジア域内外の比較研究の有用性と理論的貢献の可能性の高さを示唆している。 
 
２．研究の目的 
異なる民主化段階にある東南アジア諸国において、なぜ同時期にアカウンタビリティを高め

る制度改革が行われ、あるいは国際的なアカウンタビリティ・メカニズムが導入され、それはそ
れぞれの国内政治にどのような帰結をもたらしているのだろうか。さまざまな分野におけるア
カウンタビリティ改革は、東南アジア諸国における国内政治のゲームのルールを変更するよう
になっている。本研究課題では、比較政治学における理論的発展を踏まえ、東南アジア６カ国（イ
ンドネシア、フィリピン、マレーシア、タイ、ミャンマー、ラオス）を対象に、比較に基づいた
実践的かつ実証的な分析を行うことで、アカウンタビリティ改革をめぐる因果関係の解明、東南
アジア政治研究および比較政治学における理論的貢献を目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究課題の計画は以下のとおりである。第一に、アカウンタビリティ概念とその東南アジア

政治研究における位置づけに関して、その定義や先行研究を概観する。第二に、各研究参加者が
各国のアカウンタビリティ実施機関と連携し、アカウンタビリティを確保する制度・政策の要因
および帰結について、共同で事例分析を行う。最後に、他地域の事例も視野に入れつつ、東南ア
ジア 7 カ国の政治メカニズムの比較分析と理論化を行う。すなわちアカウンタビリティ改革が
可能になる条件とその帰結について、一般化可能なモデルを提示し、東南アジア政治研究および
比較政治学における理論的貢献を目指す。また初年度から、国内外の学会で成果報告を行い、最
終成果として日本語および英語で出版する。 
 
４．研究成果 
東南アジア各国のアカウンタビリティ改革とポピュリスト政治家台頭がもたらす民主主義へ

のインパクトについて、それぞれの研究分担者が分析を試み、国内外のジャーナルに研究成果を
発表した。その上で、とりわけソーシャルメディアがもたらす民主主義への影響という側面から、
『ソーシャルメディア時代の東南アジア政治』（明石書店、2020 年 3 月刊）を取りまとめた。同
書の概要および分析結果は以下のとおりである。 
東南アジア地域には比較的自由な民主主義から一党独裁や軍政の権威主義体制まで、幅広い

類型の政治体制が存在しており、各国の民主化の度合いはさまざまである。しかし共通して、多
くの国で人々によるソーシャルメディアの利用が選挙をはじめとする政治的競争のあり方を大
きく変えている。本報告書では、自由の度合いに差はあれ、選挙が行われ、オープンな政治的競
争が存在する５カ国（インドネシア、フィリピン、マレーシア、ミャンマー、タイ）を対象に、
ソーシャルメディアと民主主義の関係について分析した。なお、最終的に選挙を中心とした政治
的競争とソーシャルメディアの関係を共同研究の報告書の主眼としたために、当初比較研究の
対象としていたラオスは個別に分析を行うこととした。 



ソーシャルメディアは社会的なアカウンタビリティメカニズムとして、権威主義体制を含め、
政治参加の裾野を広げ、民主化勢力をエンパワーするために不可欠なツールとなっている。他方
で、比較的民主化が進行し、自由な競争が確保されている国では、多様なアクターがソーシャル
メディアを容易に「悪用」する。とくに、権力エリートは、選挙や国民の批判に晒されやすいよ
うな政策形成、施行の局面において、自らの「民主的」正統性を演出することを目的とした情報
操作を行なっている。その典型がポピュリスト政治家の台頭である。 
東南アジアにおいてソーシャルメディアを先行して活用したのはおおむね非権力アクター（市

民社会）であったが、次第に権力エリートや多様な社会勢力が活用（悪用）手段を洗練させつつ
ある。その結果、民主主義への負の効果がより目立っているのが現状といえる。 
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アジア・アフリカ地域研究 29-48

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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インドネシア・ジャカルタ州知事の「宗教冒涜」に対する抗議運動とその政治的帰結
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